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（
船
舶
区
画
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条

船
舶
区
画
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
二
重
底
」
を
「
二
重
底
等
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
油
を
い
う
」
の
下
に
「
。
第
六
十
六
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
条
中
第
二
十
項
を
第

二
十
一
項
と
し
、
第
六
項
か
ら
第
十
九
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
極
海
域
航
行
船
」
と
は
、
船
舶
設
備
規
程
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
極
海
域
航
行
船

で
あ
つ
て
、
極
海
域
（
同
項
に
規
定
す
る
極
海
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
う
ち
厚
さ
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の

海
氷
が
あ
る
海
域
を
航
行
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。

第
二
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

22

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
最
大
氷
海
喫
水
線
」
と
は
、
極
海
域
を
航
行
す
る
場
合
の
航
海
状
態
の
う
ち
、
船
首
材

の
前
端
に
お
い
て
最
大
喫
水
と
な
る
状
態
に
お
け
る
喫
水
線
上
の
船
首
材
の
前
端
の
点
と
船
尾
外
板
の
後
端
面
に

お
い
て
最
大
喫
水
と
な
る
状
態
に
お
け
る
喫
水
線
上
の
船
尾
外
板
の
後
端
面
の
点
を
結
ん
だ
線
を
い
う
。

23

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
最
大
氷
海
喫
水
」
と
は
、キ
ー
ル
線
か
ら
最
大
氷
海
喫
水
線
ま
で
の
垂
直
距
離
を
い
う
。

24

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
最
大
氷
海
喫
水
線
長
さ
」
と
は
、
最
大
氷
海
喫
水
線
の
全
長
を
い
う
。

第
十
条
の
四
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

極
海
域
航
行
船
で
あ
つ
て
公
用
に
供
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
管
海
官
庁
が
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場
合
に

限
り
、
こ
の
省
令
の
規
定
の
う
ち
極
海
域
航
行
船
に
関
す
る
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
四
十
二
条
中
「
第
四
十
四
条
」
の
下
に「（
第
一
項
第
四
号
及
び
第
三
項
第
三
号
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
の

次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
極
海
域
航
行
旅
客
船
の
損
傷
時
の
復
原
性
）

第
四
十
二
条
の
二

極
海
域
航
行
船
で
あ
つ
て
旅
客
船
で
あ
る
も
の
（
以
下
「
極
海
域
航
行
旅
客
船
」と
い
う
。）は
、

第
四
十
四
条
第
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
三
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
規
定
す

る
損
傷
を
受
け
、
浸
水
し
た
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
Si
が
一
と
な
る
よ
う
な
区
画
配
置

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
四
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

極
海
域
航
行
旅
客
船

イ

縦
方
向
の
範
囲

最
大
氷
海
喫
水
線
長
さ
の
百
分
の
四
・
五
（
最
大
氷
海
喫
水
の
水
平
面
に
お
け
る
船
体

の
最
広
部
の
船
体
横
断
面
か
ら
船
尾
方
向
の
損
傷
に
あ
つ
て
は
、最
大
氷
海
喫
水
線
長
さ
の
百
分
の
一
・
五
）

の
長
さ

ロ

横
方
向
の
範
囲

外
板
か
ら
直
角
に
測
つ
た
距
離
が
〇
・
七
六
メ
ー
ト
ル
に
等
し
い
箇
所
ま
で

ハ

垂
直
方
向
の
範
囲

イ
に
掲
げ
る
長
さ
又
は
最
大
氷
海
喫
水
の
百
分
の
二
十
の
う
ち
い
ず
れ
か
小
さ
い
長

さ

第
四
十
四
条
第
三
項
第
一
号
中
「
す
べ
て
」
を
「
全
て
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

極
海
域
航
行
旅
客
船
に
あ
つ
て
は
、
キ
ー
ル
線
か
ら
最
大
氷
海
喫
水
の
百
分
の
百
二
十
ま
で
の
外
板
に
沿
つ

た
全
て
の
位
置

第
二
編
第
六
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
章

二
重
底
等

第
六
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
貨
物
倉
の
保
護
）

第
六
十
六
条

極
海
域
航
行
旅
客
船
に
設
置
さ
れ
る
ば
ら
積
み
の
油
の
輸
送
の
た
め
の
構
造
を
有
す
る
貨
物
倉
は
、

船
舶
の
外
板
か
ら
直
角
に
測
つ
た
距
離
が
い
ず
れ
の
箇
所
に
お
い
て
も
〇
・
七
六
メ
ー
ト
ル
以
上
の
位
置
に
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
二
条
の
二
中
「
規
定
」
の
下
に「（
第
百
二
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
を
除
く
。）に
」

の
下
に
「
、
同
項
の
規
定
は
、
貨
物
船
に
」
を
加
え
る
。

第
百
二
条
の
三
第
二
項
中
「
貨
物
船
」
の
下
に「（
極
海
域
航
行
船
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

３

第
一
項
及
び
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
船
の
長
さ
が
八
〇
メ
ー
ト
ル
未
満
の
貨
物
船
（
極
海
域
航
行
船
に

限
る
。）に
あ
っ
て
は
、
第
百
二
条
の
四
第
一
項
で
準
用
す
る
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で

の
規
定
並
び
に
第
百
二
条
の
四
第
二
項
、
第
百
二
条
の
五
、
第
百
二
条
の
六
、
第
百
二
条
の
七
の
二
か
ら
第
百
二

条
の
九
の
二
ま
で
、
第
百
二
条
の
十
の
二
及
び
第
百
二
条
の
十
三
か
ら
第
百
二
条
の
十
三
の
七
ま
で
の
規
定
並
び

に
第
六
章
か
ら
第
九
章
ま
で
の
規
定
を
除
き
、
こ
の
編
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
百
二
条
の
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
極
海
域
航
行
貨
物
船
の
損
傷
時
の
復
原
性
）

第
百
二
条
の
七
の
二

第
四
十
二
条
の
二
の
規
定
は
、
極
海
域
航
行
船
で
あ
っ
て
貨
物
船
で
あ
る
も
の
（
第
百
二
条

の
八
の
二
及
び
第
百
二
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
「
極
海
域
航
行
貨
物
船
」
と
い
う
。）の
損
傷
時
復
原
性
に
つ

い
て
準
用
す
る
。

第
百
二
条
の
八
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
損
傷
範
囲
の
想
定
）

第
百
二
条
の
八
の
二

第
四
十
四
条
第
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
三
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。）の
規
定
は
、
極
海
域
航
行
貨
物
船
の
損
傷
範
囲
の
想
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
編
第
六
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
章

二
重
底
等

第
百
二
条
の
十
六
の
見
出
し
中
「
二
重
底
」
を
「
二
重
底
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
規
定
」
の
下
に「（
第
六
十
六

条
の
規
定
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
六
十
六
条
の
規
定
は
、
極
海
域
航
行
貨
物
船
及
び
極
海
域
を
航
行
す
る
総
ト
ン
数
五
百
ト
ン
未
満
の
貨
物
船

（
極
海
域
の
う
ち
厚
さ
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
海
氷
が
あ
る
海
域
を
航
行
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
も
の
に
限

る
。）の
貨
物
倉
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
百
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
四
十
四
条
第
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
三
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定

は
、
極
海
域
航
行
船
で
あ
つ
て
タ
ン
カ
ー
で
あ
る
も
の
の
損
傷
範
囲
の
想
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
百
十
二
条
の
三
中
「
規
定
」
の
下
に
、「（
第
百
二
条
の
七
の
二
及
び
第
百
二
条
の
八
の
二
の
規
定
を
除
く
。）」

を
加
え
る
。

（
船
舶
復
原
性
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

船
舶
復
原
性
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
運
輸
省
令
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
章
中
第
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
適
用
の
特
例
）

第
二
条
の
二

極
海
域
航
行
船
（
船
舶
設
備
規
程
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
極
海
域
航
行
船
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
及
び
第
十
条
の
二
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
つ
て
公
用
に
供
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
管
海
官
庁
が
差
し
支
え
な

い
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
こ
の
省
令
の
規
定
の
う
ち
極
海
域
航
行
船
に
関
す
る
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
三
章
中
第
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
着
氷
の
影
響
）

第
十
条
の
二

極
海
域
航
行
船
の
復
原
性
に
関
す
る
事
項
の
計
算
に
お
い
て
は
、
着
氷
に
よ
る
影
響
を
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
管
海
官
庁
が
当
該
船
舶
の
航
海
の
態
様
等
を
考
慮
し
て
差
し
支
え
な
い
と
認
め
る
場

合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
危
険
物
船
舶
運
送
及
び
貯
蔵
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

危
険
物
船
舶
運
送
及
び
貯
蔵
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
運
輸
省
令
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。目

次
中
「
第
五
条
の
三
の
二
」
を
「
第
五
条
の
三
の
三
」
に
改
め
る
。

第
一
編
中
第
五
条
三
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
適
用
の
特
例
）

第
五
条
の
三
の
三

極
海
域
航
行
船
（
船
舶
設
備
規
程
（
昭
和
九
年
逓
信
省
令
第
六
号
）
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す

る
極
海
域
航
行
船
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
、
第
二
百
四
十
六
条
第
五
項
及
び
第
三
百
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
同

じ
。）で
あ
つ
て
公
用
に
供
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
船
舶
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
が
差
し
支
え
な

い
と
認
め
る
場
合
に
限
り
、
こ
の
省
令
の
規
定
の
う
ち
極
海
域
航
行
船
に
関
す
る
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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